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例もあった.3年無啓発生存率の検討で,stagetr

症例の補助化学療法群で有意に悪く,再発高危険

群を拾い上げている可能性が考えられた.
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5 当科における大腸がん術前化学療法の現状
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Ⅲ.特 別 講 演

過敏性腸症候群の病態生理に基づいた合理的アプ

ローチ
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Ⅰ.一 般 演 題

1 ステロイドミオパチtをきたした漬癌性大腸

炎に対して一期的回腸嚢月工門口勿合術を施行し

た1例
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酒癌性大腸炎治療中にステロイドミオパ チ-杏

きたした症例に対して-一期的大腸全摘,直腸粘膜

切除,W型転網島嚢旺門吻合術を施行した1例 を経
験 した.

症例は30歳,女性.漕癌性大腸炎再燃時,ステ

ロイ ド治療中に下肢の筋力低 下が掲現 し,精査で
ステロイドミオパチ-と診断された.外科治療の

相対的適応と考え手術を施行した.回腸噂を造設

しない一期的手術を施行し,術後経過良好で,14

病日に退院した.入院期間は短く,分割手術によ

る精神的負担もなく,高いQOLが得られた.

2 約 3年で進行癌となった大腸小隆起性病変の
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初回注腸において小隆起病変を認め,進行癌に

至る3年を観察しえた症例を経験 したので報告す

る.

症例は70歳,男性.注腸にて下行結腸に5mm


